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天気予報で欠かせないのが気圧です。低気圧・高気圧と

いう言葉からも分かるように、天気と気圧には密接な関係が

あります。これを測るのが気圧計です。気圧とは大気の圧

力のことで、単位面積当たりの空気の重さに相当します。

水銀気圧計は、ガラス管内の水銀の重さが大気圧と釣り

合うことを利用した装置です。片側の端を閉じたガラス管を

水銀で満たし、このガラス管の開いた端を、別の水銀で満

たした容器に立てると、ガラス管内の水銀は、およそ７６ｃｍ

の高さに下がって止まります。これは、ガラス管内の水銀の

重さが、大気圧と釣り合っているためです。水銀柱の高さの

目盛りから、現在の

気圧が分かります。

特にフォルタン気

圧計では、下部の

水銀槽が皮袋とな

っており、皮袋を水

銀面移動ねじで押

し上げることで、液

面の高さを調節で

きるようになっています。これにより圧力が変

化しても、原点となる水銀面の高さを、一定

にそろえることができます。

標準的な地表の気圧は１気圧です。この時の水銀の高さは７６ｃｍとなり、７６０

ｍｍＨｇと表します。現在では、気圧の単位はｈＰａが使われています。１気圧は（水

銀柱の高さ７６ｃｍ）×（水銀密度１３.６ｇ/ｃｍ３）×（重力加速度９.８）で換算すること

ができて、１０１３ｈＰａとなります。

ｍｍＨｇの単位は、現在ではほとんど使われなくなりましたが、血圧の単位はまだ

ｍｍＨｇです。血圧が１３０を超えたら要注意と言ったりしますが、これは１３０ｍｍＨｇ

のことで、大気圧との差が１３０ｍｍＨｇという意味になります。これはつまり、水銀柱を

１３ｃｍ持ち上げるだけの圧力が血管に加わっているということになります。
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図１ フォルタン気圧計

図２ 水銀気圧計の原理
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